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第465 号( 1)
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一般相談
家庭生活上 の悩みごと や、いろ

いろな手続きなどについて。
相談日は、土・日曜・祝日を除

く毎日。午前9時～午後4時。
区役所新館1階区民相談室。

昼間お子さんを
みられない方ヘ

入
園
・
入
室
児
募
集

区
で
は
、
墨
関
仕
事
な
ど
に

よ
り
、
家
庭
で
郭
子
右
ん
の
保

育
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

保
育
圃
・
学
X
保
育
塵
へ
の
入

一
・
入
室
を
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す

。
く
わ
し
く
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

区立・
私立

保育園

各福祉事務所で
は
、昭和五十

四年四
月に
保育所へ
児
童の入所

を希望する方の申込受付を次の

要領で
行ないます
。また
、五月

闘所予定の区立西綾瀬・
すわき

両
保育所
(仮称
)の
園児募集も

合せて
行ない
ます
。

申込受付期聞
昭和五十四年一

月十日
(水
)から一
月二十四

日
(水
)まで

申込で
奏叉芳
保護者が勵いて

いたり病気などの
ため
、その

児童の
保育がで
きないか
、も

しくは困難な方

申込に必要な
もの

▽昭和五十三年分所得税額のわ

かるもの
(源泉徴収禀または

確定申告書の控え
。なお
、五

十三年分が未確定のときは五

十二年度分の控え
)

▽昭和五十三年分特別区民税額

のわかるもの
(すでに
お手元

に届いている納税通旬一
、特

別徴収税額通知一
または課税

証明一
)

※課税証明一
の
請求は
、窓口

が混み合いますのでお早めに

どうぞ
。

▽印かん

申込・
問合せ先
住居を管轄す

る次の各福祉事務所

◎
足
立
福
祉
事
務
所
【
千
往
柳
町
】
ニ
ー
五
　
(
(
【
-
三
一
四
】
)

◎中都福祉事務所
(関原一丁
一

〇一
一
〇
　
(
(九恚
四
(一
) ◎

鬨
竹
の
塚
分
室
(
竹
の
塚
一
丁
二
五
上
七
　
(
(
三
一
六
(
〇
〇
)

◎
東
都
福
祉
募
務
所
(
東
綾
瀬
一
-
五

一一
七
　
六〇五一
七一
〇五
)

◎
西
部
福
祉
募
務
所
(
鹿
浜
ニ
ー
ニ
四
-
二
　
(
九
七
-
五
〇
一
一
)

※
なお
、新設保育園の所在地・

定員は次のとおりです
。

▼区
立西綾瀬保育園
(仮称
)西綾

瀬四
上
〒
四
、定員百二
十名

▼区
立すわき保育園
(仮称
)酉

斬井四
-二八
-
(、定員百名

区立学童保育室

来年四月入室を希望する児童
(
四
月
か
ら
小
学
校
一
～
一
年
生
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
込
期
限
は

一
月十三日
(土
)までです
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
十
六
日
か
ら
保
育
を
は
じ
め
る
花
畑
東
・

保
塚
お
よ
ぴ
東
和
学
童
保
育
室
の
、
三
月
末
ま
で
の
入
室
児
(
現
在
小
学

校
一
～
三
年
生
)
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
皇
の
方
は
、
十
二
月

二十五日
(月
)までにお申込み

ください
。

申込・
問合せ
先
お近くの
セン

ター・
児竃館・
学童保育室

なお
、新設の花畑東・
保塚

およ
ぴ東和学童保育室につい

て
は
、区役所福祉募業課で
受

付け
ます
。

お 気軽に
ご 利用く ださい

生
業
資
金

貸付対象
一
般金融機関から融

賢をうけるこ
とが困雛で
、貸

付兮つける事業によって
生計

を立て
る
、住民税がおおひ
ね

均等劃以下の万で
、次の要件

に
あて
はまる方

①区内に一
年以上住んでいる

こと
⑤すぐに事業か始めら

れるこ
と
③往民税を完納し

ているこ
と
④確実な連帯保

証人かいるこ
と

貸付限度額
六十万円

利子
年三・
六五
%
(すえおき

期間中は無利子
)

返
済方法
五
、十回均等償還
(六

か月すえおき
)

申
込
受
付
期
間
昭
和
五
十
四
年
】
月
(
日
(
月
)
～
二
十
日
(
土
)

問合せ
先
民
生係
(
申込用紙

は出張所にもあります
)

連鎖倒産
防止のために

区で
は
、中小
企業の皆さんの

経営安定を図るため
、中小企業

倒産防止共済制度加入に・ともな

う掛金を貸付けています
J一う

ぞご利用ください
。

対象
倒産防止共済契約の掛金

を昭和五十三年中弖
括前納

する方で
、次の要件を備えて

い
る方

の
住所または主たる募業所を

区内に有して

いること
⑤

区内で引き続

き一
年以上同

一
事業を営ん

でいること

③倒産防止共

済制度の対象

業種に属する

事業を営んで

い
るこ
と
④前年度の
特別区

民税
(法人にあっては法人都

民税
)を完納しているこ
と

条件

▽貸付限
度額
六十万円

▽貸付利子
無利子

▽賃付期間
六十二か月
(すえ

おき二か月を含む
)

▽返済方法
均等割賦僕還

▽連帯保証人
必要
と
し
ない
(

ただし
、法人の場合代表者

佃人の
連帯保紅が必要で
す
)

申込期限
昭和五
十四年二月二

十
(日
(水
)

申込・
問
合せ先
商工係

住宅修繕資金

住宅を修繕
(増改築を含まず
)

しようとする方
、資金調達でお

困りの
とき修繕資金をご利用く

ださい
。

資格▽現在住んでいる住宅の修
繕

で
あること
▽区内に一
年以

上住所かあるこ
と
▽
申込み

時の年齢が膺二
十歳以上六十

五歳未濟で
あるこ
と
▽連帯

保証人を一
名つ
けられるこ
と

融
資
額
二
十
万
円
～
八
十
万
円

利
率
年五
%
(実質申込者負担
)

償還
五年以内の元
金均等月賦

償還
申込に必要
なもの
申込一
(区

民係にあります
)、エ
募見積

一
、住民票
、納税証明一
、そ

の他
問合せ先
区民係

す ず か

け

まだ
、寒さ

までに間があ

ると思ってい

るうちに
、朝

晩の冷えこみ

がつよくなり

暮れも押しつ

まりました
。

十
二
月
は
一
年
の
締
め
く
く
り
の
月
、
こ
よ
み
に
も
、
神
募
、
仏

事
、
農
事
に
つ
い
て
、
日
ご
と
に
[
納
め
の
I
]
と
い
っ
た
文
字

が目立ちます
。くらしの上で

一
年のけじめをつ
けて
きた先

祖のいとなみだったこ
とのし

るしで
しょう
。

私たちの
仕事にも
、生活に

も区切りをつ
け
、さっ
ぱりと

し
た心境で
、新しい年を迎え

たい
もので
す
。

さて
、念願の
保健センター

が伊興町に完成し
、区医師会

の
積極的な御協力を碍て
十一

月
から業務を開始しました
。

成人病等の
検診希望者を予

約募集したとこ
ろ
、ほとんど

が即日で満員となり
、御迷惑

をおかけしました
。区民の
皆

さまの
健康に対する意識の
高

さを痛感いたしまし
た
。

募集方法の
改善は勿諭
、今

後
、保健・医療体制の一一
の充

実をはかりたいと思います
。

足立区
長
　長谷川久勇

新年こども
たこあげ大会

自分の創意と

工夫をいかした

「たこ
」を作り
、

大空に高々
とあ

げまし
ょう
。

日時
昭和五十

四
年一
月二十

盲
(日
)午

前十時
(雨天

の
場合は一
月

二
十
(日
)

場所
区営千
住新橋
グラン
ド

参加対象
区
内少年団体子
ども

会会貝

大会内容
▼佃人競技…だこの形
、デザ

イン等に工夫をこ
らした
もの

を自分で作り
毒査兮つけ
る
。

大きさは
、たて・
よこ各一
メ

ー
トル以内とする
▼
ブロ
'

ク競技
=・各地区少年団
体の代

衷遇手により競技を行なう

▼
飛
し
ょ
う
競
技・・・参
加
者
全
員

によ
る競
技
▼
ア
ト
ラ
ク
シ
'

ン・・・「
日
本の
凧の
会
」に
よ
る
、

日
本
およ
ぴ
世界
各
地
の
たこ
の

飛
し
ょう
爽
濱

佃
人
黷
技申
込
自
作の
たこ
を
持

ち
、一
月
十二
日
(金
)午
後五

時
まで
に青
少
年
係へ

問
合せ
先
青
少
年
係

な
お
、大
会
当日
参加
者
先
着二

千
五百
名に
角
だこ
を差
し
上
げ
ま

す
。水

泳初
心
者
教
室

参加資格
区内在住・
在動・
在

学者で泳けない健康な方

場所
竹の塚温水プール

定員
百名
(費用無料
)

申込期間
十二
月二
十七日
(水
)

まで
(当日消印有効
)

講
師
水
泳
連
盟
所
属
指
導
員

注
意
事
項

▽いずれか一
敵室しか受
講で

きませ
ん
▽健康診断
書
(一

か月以内の
もの
)を初日に提

出してい
ただきます
▽名前

入り帽子
を必
ず持参するこ
と

▽教室参加
者以
外はプール内

には入
れません

申込・
問
合せ先
往復
(ガキに

住所・
氏名・
年齢・
職業
(学

校名
)・一
話番号・
教室名を

記入の
うえ
、竹の
零温水
プー

ル管理事務所
(〒
1
2
3

西
保木間

四
i一
〇
-一
　
(五〇一
一

一
三三
)へ
。なお
、電話およ

ぴプール
ベの
直接申込みはお

断
わりします
。

あ
な
た
も
セ
ィ
フ
テ
ィ
ラ
イ
ダ
ー

区内では最近
、オート
バイの

死
亡募故
が
、十一
人
とふえて
い

ます
。オートバイ運転者は
、次

の
六つの
ポイント
を守りましょ

う
。①ス

ビードを出し
すぎない
(

原付は最高
3
0
キロです
)

⑤カー
ブの手前では、かなら

ず減速を
③交差点では、右

側の卜「
r
ク̂に注意
④渋滞

車の左側を通ると
きは、前方

の右
折車に注意
⑤進路を変

え
るときは、後方のトラ
'ク

に注意
⑤裏通りの交差点で

は、かならす一
時停止
を

オート
バイが募故
を起すパタ

ーンはいつ
も同
じで
す
。スピー

ドとスリルを楽しむだけで
は
。

いつか悲惨な募故
を起す可
能性

があります
。一
日
も早く区内
各

警察署の
講習を受けて
、安全な

正しい乗り方を身につ
けて
くだ

さい
。講習を受けたラ
イダーに

は
、区で
作成し
た爵習済のスチ

。カーを交付し
ます
。
(左よ参

羆
)見易いとこ

ろに貼って
安全

な還転をして
く

ださい
。

く
わ
し
く
は
、
地
元
の
各
審
察
署
へ
。
▼
千
住
番
察
署
啻
(
【
】
?
】

二
四
一
y
西
新
井
警
察
署
曾
八
(
六
-
一
一
四
一
▼
綬
瀬
警

察署
　
六〇五一
二一一
六

年末年始の窓口案内

区
役所・
セン
ター・
図書館

などの
、年末年始の事務取扱

いは次の
ようになります
。ご

協力ください
。

□
区
役
所
・
保
健
所
・
出
張
所

年末の
窓口事番は二十
(日
(

木
)で終わります
。また
、

新年は四日
(木
)から業務

を開始し
ます
。

□
区
民
セ
ン
タ
ー
・
区
民
福
祉
セ

ンター・
児一
館・
老人館・

消費者セン
タ
ー・
産業振奥

館・
文化会館・
体育館
年

末は二
十八日
(木
)で閉館

します
。新年は
、四日
(木
)

から開館しま
す
。

□
図
一
館
年
末
は
二
十
七
日
(

水
)で閉館します
。斬年は
、

五日
(金
)から鮪館します
。

□
教
育
セ
ン
タ
・
1
年
末
は
二
十
七
日
(
水
)
で
閉
館
し
ま
す
。

新年は
、五日
(金
)から開

踉します
。

□
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
年
末
は
二
十
六
日
(
火
)
で
閉
館
し
ま

す。新年は、五日
(金
)か

ら開館します。

□
青
年
館
年
末
は
二
十
四
日
(

B
)で閉館します。新年は、

五日
(金
)から闘館します。

くわしくは、直接各施設へ

お問い合わせ
ください。

年末年始の休日診療

休日準夜間診療

年末年始
{十二月二十九日
(

金
)～一
月三日
(水
)
}の

休日
診療・
休日
準
夜
間
診
療

は、
次のとおり行ないます。

なお、保険証は忘れ
ずにご持

参ください。

□
休
日
診
療

受付時
間
午前十時～
午後四

時
休日診療所名

▽千
住休日
診療所
(千住仲町

一
五
　【
七〇
1
0四
六

】
)

▽竹の塚休日診療所
(竹の塚

一
〒
二五
-一二
　
(五〇
-
(
(

〇
こ

▽東和休日診療所
(東和四
丿

一
〇
-三
　
(二九一
七
(
(

一
)

▽江北休日診療所
(江北六
-

一
六
-―〒一
〇一
　
(九

六
-四〇〇眼
)

□
休
日
準
夜
間
診
療

受
付
時
間
午
後
五
時～
九
時
三
十
分
(
た
だ
し
、
診
療
開
始
は

午後五時三十分から
)

休日準夜間診療所名

▽千往休日診療所

▽竹の
壌休日診療所

問
合
せ
先
足
立
区
医
師
会
(
　
(
(
一―
九
(
六
一
)
'
区
役

所保健予防係

寄
付
は
贈
ら
な
い
　

求
め
な
い
　
受
け
取
ら
な
い

政治家や倹補者などに、忘

年会・
新年会な
どの寄付を求

めたり、また受けとっ
たりす

るこ
とは、法律をおかすこと

になります。

政治家や候補者などは、い

つ
いかなる場合で
も、また遇

挙に関係あるなしにかかわら

す、名鍛
がどのようになって

いて
も、お歳暮亭お年賀など

にお金や品物を贈るこ
とがで

きませ
ん。

日頃から
　心がけよう
き

れいな選挙

くわしくは
、遇挙管理委
員

会事務局へ
。



昭 和53 年12 月23 日区 の お 知 ら せ ( 2)

= 昭和53年度足立区財政状 況( 上半期) の公表から=

当 初 予 算 額

741億円
限られた財 源を有効に

公共施設の建設を促進
本区 財政の 実態 を区民の 皆さ んに正 しく理 解し てい ただ き、より一 層の ご協 力

をお願 いす るために 、財 政状況 の公 表を毎 年2 回 、6 月と12月に行 なっ でい ます。

今 回は 、昭和53年4 月1 日から昭 和53年9 月30日まで( 昭 和53年度 上半期) の財 政

状 況 と昭 和52年度決 算の あら ましにつ いて お知 らせし ます。

昭 和 53 年 度  予 算 の 執 行 状 況

□ ー般会計
昭和53年度 予算 は、区 政五 本の柱 を堅持

しつつ 、事務 事業 の厳し い選 別、特 定財 源

の活 用、事務 事業 の見直 しに よる大 胆な整
理統 廃合をは かり 、特に 「福 祉施設 を中心

とす る公 共施 設の建 設 促進」、「青少年 健全
育成の 積極的 推進」 を重点 施 策とし 積極予

算を 編成し 、当初予 算740億7, 818万円 で ス
タート しまし た。9 月30日現 在予 算 の補正

は行なっ てお り ませ んが 、この予 算 額は前
年同期 にくらぺ88 億1, 214万円の 増、伸 び率

は13. 5%となっ てお り ます。

予算 の執行状 況を み ます と、予算現 額744
億3, 669万9千円( 昭 和52年 度継 続費逓 次繰
越額3^5, 852 力・3千円を 含む) に 対し、歳入で325

億9, 376万2千円が収 入され 、収 入率43. 8%

、一歳出で は302億6, 547万円 、40. 7%を支 出
し てい ます。

科 目 別収支状 況は 、表- 1 、表- 2 、図
一1 、図 一2 に 示す とおり です。

表- 1　昭和53年度一般会計歳入予算執行状況
( 53. 9. 30現在) 表- 2　昭和53年 度一 般会計 歳出予 算執 行状況( 53. 9. 30

現 在)

図- 1　昭和53年度一般会計予算現額と構成比( 53. 9. 30現在)

図- 2　昭和53年度一般会計予算執行状況( 53. 9. 30現在)

着 々 と す すむ 総 合 体 育 館 の 建 設工 事

こ の 施設の 建設費は年金 積立金 還元融資 によるものです

□ 国民健康保険特別会計
昭和53年9月30日現在の予算額は、135億

5, 098万円で、前年同期にくらべ11億4, 580
万 円の増 、伸 び率 は9. 2% となっ てお ります。

予 算の 執行 状況 は、予 算現額135 億5, 097
万6 千円に討 し 、歳入で62億5, 976万5千円

が収入さ れ、収入率46. 2% 、 歳出で47億4、243
万5千円 、35. 0%が支 出さ れてい ます。

□ 用地特別会計
昭 和53 年9 月30 日 現 在 の 予 算 額 は2 億50

万 円 で 、 前 年 同 期 と 同 額 で 、 予 算 の 執 行 状1

兄は 、1, 959万6 千 円 が 収 入 さ れ 収 入 率9. 8% 、

支 出 額 は6, 450 万9 千 円 、支 出 率32. 2% と な

っ て お り ま す 。

区民負担の概況
昭和53年9 月30日現在の 特 別区民税 の区

民 負担 額の概 況お よび推移 は 、次の とおり
です。

( 注) 区民税屍定額は9月30日現在、世帯、人口は足立区世帯
人口調による賦課期日( 1月1日) 現在数である。

あなたの区税1, 000円の内訳( 53. 9. 30現在)

※ 区税、特別区交付金、繰越金等から計算したもの。

財産、公債および一時借入金

◆ 区 有財産
昭和53年9月30日現在で区が所有して

いる財産は, 総額1, 199( 39, 601万4千円

で す。 こ れを昭和53年10月1 日現 在の区
の 入口62万7, 652人, 世 帯数20万7, 279世

柔 で割る と、一一人あ たり19万1, 182円、一
世帯 あた り57万8, 911円とな ります。

区有財産の現況( 53. 9. 30 現在)

◆ 公 債

昭和53年9 月30日現在に おけ る区 債の総

額 は 、176億2, 128万6 千円 で 、その 内訳は
次 の とお りで す。

民 生 債　24 億5, 419万4 千円
環境衛生債　5億9, 952万8千円
土木債　35億492万0千円
教育債　110億6, 264万4千円

◆ 一時借 入金

一一時 借入金は 、支 払資 金に一時 的不 足が
見込 まれると き、 その不 足を補 な うた めに

市 中銀行 など から 借り入 れる資 金です。 昭

和53年度の限 度額 は15億円 です が、昭和53年9
月30日まで の上半 期に おいて は、 借り入

れの実 績はあ りませ ん。

繰 越予算の 執行状 況
昭 和52年度予 算の うち 、昭 和53年度に 繰

り越 された予 算は6 事 業9 億1, 731万6千 円

で 、その執行状 況は 次の とお りで す。

昭和52年度繰越明許費執行状況(
53. 9. 30現在)

昭和52年度 事故繰 越額 執行状況( 53. 9. 30
現在)

東 京都 執 行委任 予 算
この予 算は 、都の事 務事業 の一部 を 、都

知事 か ら区が 委任 を受 けて 執行し てい る

もので 、その おも なものは 、区 立小・ 中
学 校教職 員の 給与 費、失業 対策事 業費 、

医 療助成 費 、母子福 祉責 金貸付 金で 、昭

和53年9 月30日現在 の執行 委任額 およ び

執行 状況 は次の とお りです。

執行委任額および執行状況( 53. 9. 30現在)
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昭和52年 度決算のあらまし 歳 入 合 計
837億5, 861 万円

歳 出 合 計

815億9, 279万円

昭 和52年度 各会計の 執 行状況 につ きま して は、前回昭 和53年3 月31日 現在 で

公 表し ました が、 その後2 か 月の出 納整窟期間 を経過 し、この ほ どま とまり 、11
月に開 かれ た区議 会第4 回定 例会 で承認 され ました。 その 決算の あら ま しは、

次の とお りで す。

一般会計

一 般会計 の歳 入決 算頡は716 億8, 160万8
千円 、歳 出決算 額は696 億4, 308万5 千円 で

歳入 歳出 との 差韶20 僮3, 852万3千 円は 、昭
和53年 度へ繰 り 越さ れまし た。こ の うち、

総合 体育 館( 仮称) 建 設の 継続 費逓次繰 越
額は3 億5, 852万3千円 、公 共下 水道枝線 工

事の事 故繰 越し繰 越頡 は3億6、728万円で す。

昭和52年度一般会計決算額対前年度比蛟

1. 歳入

歳入の決算額は716億8, 160万8千円で、
昭 和51年 度決 算と比 較し て129億2, 824万8

千 円、22% の 増( 前 年度11. 6%) です。
まず特 別区 文付金 は　　259億1, 822万2 千

円 で前年 度の22445346万6 千円 に くらべ35
億1, 475万6千円 、15, 7% の翊 、 歳入全 体に

占める 割合は36. 2%( 前 年度38. 1%) とな

っ てお ります。
特別区 税は133 億6, 858万3 千 円で, 前年

度 の116億8, 809万6 千円に くら べ16億8, 048
万7千円 、14. 4%の 増で 、歳 入全体 に占め

る割合は18. 7%( 前年 度19. 9%) となっ てお
り ます。

国庫支 出金 は134億1, 799力・円で前 年度に

くらべ23f f 559^9 千 円、20. 7%の増で 、歳 入
全 休に占め る割合 は18. 7%( 前年度18. 9%) 、

都 支出金 は39億6, 203万6千 円で 前年度 にく

らべ11 億6, 157万4千円 、41. 5% の増, 歳入

全休に 占り る割合 は5. 5%( 前年度4. 8%) 、
特別区債 は46億1, 263万5千円 で前 年度に く

らべ288845 万8 千円 、155. 7%の 増で 、歳

入全休に 占める割 合は6. 4%( 前年度3. 1%)
となってお ります。

昭 和52年度 一 般会計 決算の財 源別性 質別内 訳

2. 歳出

歳出の決 算頡は696 億4, 308万5千円 で、
昭 和51年度 決算と比 較し て120億3, 456万6

千 円、20. 9%の増( 前年度12. 3% 増) で、
予 算に対す る執行率 は97. 3%で す。

科目別にみますと第1位民生贄の決算が

238億4, 318万2千円で歳出全体の34. 2%を
占めており、前年度と比較して38億7, 961万

7 千円、19. 4%の増 で、事 業内 容は 、生活
保 護費、竹の 塚セン ター( 仮称) ・老 人福祉

セ ンター( 仮称) ・ 児童綰・ 老 入館・保 育園
建 設および児童 、老λ 、心 身障害 者等 の福
祉対 策経費です。

第2 位教育 費は、29. 3% を占め 、決算 額
は203億8, 380万6 千円 、前 年度 にくら べ49
億3, 578万円 、32. 0% の増 で、 事 業 内 容 は
校舎新増 築、 屋内 体育 館・プ ール建 設等学

杖 施設整備 、教育 扶助経 費、幼 稚園 児保護

者 負担 鰹減贄、幼 稚園就 園奨励 費 、総 合体
育 館( 仮称) ・竹の 塚室内プ ー ル( 仮称) 建設

およぴ社会 教育等 の経費 です。
第3 位総務 贄の決 算額は96f£9, 378万2千

円 で歳出全 体の13. 9%を占め 、 前年度 と比

較 して16億923万6千円 、19. 9% の増 となっ

て おり ます。

第4 位土木 費は 、道路の 拡幅 ・新設 、路
面 側溝 改良補 修、 側溝新設 改良 、公共 溝 渠
改良 、公 共下 水道枝 線工事 、公 園・ 児童遊

圜新 設改 良等 の経費 で、決 算額は87 億l , 148
万9千円 で、 前年度に くらべ7 億2, 258万8

千円 、9. 0% の 増とな ってお り ます。

以 上4つ の科 目の決 算韻を あ わせ ます と、
歳出 全体 の89. 9%を 占め 、環 境衛 生費( 5. 3%)

、公債 費〔3. 7% 〕、議 会雙( 0. 7%) 、産業 経
済費〔0. 4% 〕の 順と なっ てお り ます。

昭和52年 度決算 概要

昭 和52年 度一 般会計 決算
〔歳 入〕

〔歳 出 〕

昭和52年度に執行された
一般会計の主な事業

◆ 生活 環境 の整 働 … … … … 51 傀6, 418万F

○ 交通安全対策1億690万F

○ 保健センター( 仮称) 建設1億6, 669万F
○ 母子保健対策1US921万F

○ 休日診療2, ・69万F

○ 道路整備等12億7, 180万F
○ 公共溝渠改良4億9, 063万F

○ 公共下水道枝線工事14僮7, 495万R
○ 排水場新設、整備3181, 289万円

○ 街路灯新設改良9, 469万円

○ 公園新 設 改良4 億8, 361万円

○ 親水対 策1, 729 万円
○ 私道整備・私道排水設備助成6, 427万円

◆ 青少年 の健 全育 成… … … 110億4, 22s万 円
○ 小 ・中 学校 校舎 新増築, 体育館 、

プ ー ル建設44 僮2, 683万 円

○ 小・中学杖校地購入23僮2, 691万円
○ yj ヽ・中学杖教室のガス暖房化

2僮6, 949万円
○ 児童・生徒の就学扶助13億8, 195万円

○ 児童・生徒の就学援助1億83万円
○ 私立幼稚園児等保謾者負担軽減

5億4, 681万円
○ 公 私立幼 稚園 就園奨 励1 億8, 706万円

○ 青少年問題対策、・青少年教育の振興4

, 972万円
○ 児童 遊園 新設 改良1 億219万円

○ 幼 児家 庭 教育学 綴265 万 円
○ a合体育館( 仮称) 建設4億7, 092万円

○ 竹の塚室内プール( 仮称) 建設

8, 370万 円
○ 区 民 ス ポーツ教 室7?3 万 円

○ 区 民大 運動 会400 万 円
○ 図 書 館の図 書充 実4, 581 万 円

◆ 社会相祉の充実… … … … 151慵3, 276万円

○ 生 業責 金等 貸付 】億591万 円
○ 心 身障 害者( 児) ・老 人・ 児童の

福 祉の 充実28 億9, 827万円

○ 竹 の塚 セン ター( 仮称) ・老 人福祉

セ ンタ ー( 仮称) ・老 人館( 児童館
併 設) 建 設6 億7, 155万円

○ 生 活保 脯等扶 助110 億5, 001万円
○ 難病患者福祉手当支給1, 052万円

◆ 公害 防止 と緑化 推 進… … … 7僮4, 31x万円
○ 環境 整備 責金 費付996 万 円

○ 公害 防止 施設整 備 資金融 資740 万 円

○ 大気 汚染 監視 室の整備1, 351 万 円
○ 公害 健康 被害 補償事業5 億7, 040万 円

○ 学校・ 公園 等施 設の 植樹7, 579 万 円
○ さくら植樹1, 005万円

○ 苗木の 配 布907 万 円

◆ 大震火災対策… … … … … … 11*7, 8・3万円

○ 防 災用 貯水 槽設置1, 805 万円
○ 飲料水 用ろ遇 機 購入841 万円

○ 消火器 の地 域配備4, 183 万円
○ 地 域 危険 度等 調査779 万円

○ 防 災組 織の育 成2, 532 万円
○ 災害用備 蓄物 資 、防 災用 資機 材購 入6, 906

万円
◆ その他 … … … … … … … … 72 憧a, 589万円

〇 基本構 想策定2, 155 万円

〇 中小企業 融資786 万円
○ 同和対 策事案2, 877 万円

○ 広報・広苟の充実7, 252万円

○ 消費者対 策2, 306 万円
○ 区民農園設置, 運営834万円

○ 区 民納 涼大会650 万円

○ 住宅修繕 資 金融責1, 013 万円
○ 公 共施 設建設 資金 積立 金17 億360万円

○ 庁舎建設責金積立金4R1, 134万円
〇開 発公 社業務 委託20 億1, 209万円

○ 特別区債の元利債還25486, 280万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

国民 健康保険 特 別会計 の歳 入決算額 は118
億7, 694万9 千 円 、歳出 決算額 は117億6, 905

万1 千円で 、歳 入歳出 との 差額1億789万

8 千円は 、昭和53年度へ 繰り 越し となり まL
た。歳 入は前年 度決算 と比較 して17 億6, 565
万5千円 、17. 5%の増 、歳出 は前年 度決

算と くらべ 】7愴5, 206万9千円 、17. 5%の増
となってい ます。

昭 和52年 度国民 健康保 険特別 会計 決算
〔歳入〕 〔歳出〕

用地特別会計
用地 特別会 計 の歳入 決算額 は2億5万円 、

歳出決 算額は! 億S, 065万5千円 で、歳 入歳出

との 差額1, 939万5千円 は、昭 和53年 度へ繰
り越し とな り まし た。 歳入は 前年度 と比較

し て233万8千 円 、1. 2%の咸、 歳出は 前年度
とくらべ1, 198万4千 円、6. 2%の減となってい

ます。
昭和52年度用地特別会計決算

〔歳入〕

〔歳出〕
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保健衛生
健康のため検診は

すすんで受け ましょう

胃
が
ん
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
胄
か
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
を
次
の
よ
う
に
実
施

し
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

た
め
に
も
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
胃
が
ん
検
診

検
糖
場
所
(
定
員
)

m
保
健
セ
ン
タ
ー
(
三
百
名
)

陌
都
ガ
ン
検
診
セ
ン
タ
ー
(
二
百

七
十
五
名
)

対
象

過
去
一
年
以
内
に
胃
が
ん
検

診
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、m
に

つ
い
て
は
、
区
内
居
住
者
で
三
十

五
歳
以
上
の
方
、
圀
に
つ

い
て

は
、
足
立
保
健
所
管
内
に
居
住
す

る
方
に
限
り
ま
す
。

検
査
実
施
日
昭
和
五
十
四
年
一
月
～

二
月

{
‘
廸

憲
}

胃
の
手
術
を
し
た
方

や
現
在
胃
病
で
医
者
に
か
か
っ
て
い

る
方
は
叉
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
検
査
日
時
に
つ
い
て
は
、
申
込
者

に
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
子
宮
が
ん
検
診

対
象

区
内
居
住
者
で
三
十
斌
以
上

り
女
性
、
ま
た
過
去
一
年
以
内
に

子
宮
が
ん
検
診
を
受
珍
し
て
い
な

い
方
に
隕
り
ま
す
J

検
診
場
所
(
定
一
)
保
健
セ
ン
タ

I
(

百
二
十
名
、
毎
回
二
十
人
)

検
診
実
施
日

一
月
十
二
日
・
二
十

。六
日
、
二
月
九
日
・
二
上
一
百

、

三
月
九
日
・
二
十
三
日

{
ご
注
悪

住
理
の
初
口
か
ら
十

日
間
は
検
診
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
せ
先

冐
が
ん
・
子
宮

が
ん
検
診
と
も
、
往
復
(
ガ
キ
で

保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
第
一
係
(
〒
1
2
1

伊
具
町
前
田
一
一
五
七
-
六
　

八
五
五
-
四
一
五
一
)
へ
。
な

お
、
返
信
用
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
を
お
忘
れ
な
く
。

申
込
期
限

十
二
月
二
十
六
日
(
当

日
の
消
印
有
効
)

◎
な
お
、
申
込
者
多
歎
の
場
合
は
、

抽
せ
ん
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

・じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

胃がん検診

裏 ( 往信) 表

裏 ( 往信) 表

希望日1日だけ記入してください

子宮がん検診

育
児
相
談
・

精
神
衛
生
相
談

■
育
児
相
談

日
時

一
月
十
日
(
水
)
午
前
九
時

～
十
時
三
十
分

内
容

身
体
測
定
・
育
児
と
栄
責
揩

導
持
参
す
る
も
の
母
子
健
康
手
帳
、

お
む
つ

■
精
神
衛
生
相
談

日
時
一
月
十
日
(
水
)
午
後
一
時

三
十
分～
一
時
三
十
分

※
相
談
希
望
し
た
い
方
は
、
一
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
談
所
　
(

九
六
-
四
〇
〇
四

歯
科
衛
生
相
談

対
象

足
立
保
健
所
管
内
の
二
歳
六

か
月
ま
で
の
乳
幼
児
(
費
用
無
料
)

検
診
日

毎
週
火
曜
日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

一
話
で

足
立
保
健
所
予
防
課
(
　
(

五
五
-

四
一
五
一
)
へ

年
末
・
年
始
の

廃
犬
引
取

年
末
の
廃
犬
の
引
取
は
十
二
月
二

十
七
日
(
水
)
ま
で
で
す
。
な
お
、

野
犬
捕
獲
依
頼
の
受
付
は
十
二
月
二

十
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

新
年
の
受
付
は
、
擁
獲
依
頼
、
廃

犬
と
も
に
}
月
五
日
<
金
)
か
ら
で

す
。
受
付
時
間
は
、
足
立
・
千
住
保

傭
所
と
も
午
前
九
時～
九
時
三
十
分

で
す
。
ま
た
、
緊
愚
の
場
合
は
、
直

接
、
東
部
犬
管
理
事
務
所
<
　
(

〇

二
-
四
四
二
四
)
へ
ど
う
ぞ
。

2
0ト
ン
以
上
の
飲
料

用
受
水
槽
を

管
理
さ
れ
て
い
る
方

ビ
ル
な
ど
に
設
け
ら
れ
て
い
る
給

水
設
備
か
衛
生
的
に
管
理
さ
れ
る
よ

う
に
水
道
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
有
効
容
一
二
十
ト

ン
以
上
の
飲
料
用
受
水
槽
を
設
一

(
所
有
)
さ
れ
て
い
る
方
は
、
自
主

的
に
衛
生
管
理
し
、
定
期
的
に
検
重

の
依
頼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
該
当
す
る
万
は
曾
轄
の
保

健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▼
足
立
保
健
所
衛
生
課

(
五
五
-
四
一
五
一

▼
千
住

保
健
所
衛
生
課
　
(
(
(
-

四

二
七
七

ご
家
族
で
ご
利
用
を

「
伊
豆
高
原

あ
だ
ち
荘
」

夏
季
を
除
い
て
は
、
空
室
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法
▽
一
保
加
入
世
帯
・
・
・

利
用
日
の
一
か
月
前
の
日
か
ら

三
日
前
ま
で
毎
日
(
印
鑑
、
保

険
証
、
利
用
料
持
参
)
▽
一

般
区
民
・
・
・
利
用
日
の
十
日
前
の

日
か
ら
三
日
前
ま
で
毎
日
<
印

艦

利

用

料
持

参
)

利

用

料

▽

寔
料
(

一

室

一
泊

、

二

名
～

五

名

ま

で

宿

泊
で

き

ま

す
)

一

保
加

入

世

帯
・・
・
五

千

円

一

般

区

民
・
・
・
七

千

五

百

円

▽

食

募

料

金
(

朝

、

夕

食
)

は

岡

保

加

入

者
、

一
般

区

民
の

区

別

な

く

一

人

に
つ

き

、

大

人

食

・
:
千

五

百
円

、
小

人

食
・
・・
千

円

保
養
所
の
休
業
日
毎
月
第
二
、

第
四
火
眼
日
の
正
午
か
ら
翌
々

日
の
正
午
ま
で
と
、
年
末
二
十
(

日
か
ら
一
月
四
日
ま
で
。

申
込
・
問
合
せ
先
一
民
健
康
保

険
課
庶
務
係

区
民
保
養
所

「
あ
だ
ち
荘
」

二
月
利
用
分
は
、
一
月
五
日
(

金
)
か
ら
受
付
し
ま
す
。
初
日
の

受
付
会
場
は
産
業
振
興
館
(
区
役

所
脾
り
)
で
す
。

休
館
日

二
月
十
三
日
・
十
四
日

二
十
七
日
・
二
十
(
日

申
込
資
格

区
内
に
在
往
・
在
勤

の
方
。
た
だ
し
、
一
人
で
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

料
金
(
一
泊
二
食
付
)
大
人
・
;

二
千
五
百
円
小
人
(
四
戚～

小
学
生
)
千
三
百
円

申
込
・
問
合
せ
先

区
民
係

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

児
童
緊
急
一
時

保
護
制
度

十
月
一
日
か
ら
、
母
親
が
お
産
し

た
り
、
病
気
で
病
院
へ
行
く
必
要
か

で
き
た
り
し
た
時
に
、
昼
間
だ
け
児

童
を
一
時
保
護
す
る
児
童
緊
急
一
時

保
護
制
度
か
で
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

預
か
る
方
山
本
治
枝
(
青
井
三
I

一
七
-
六
七

啻
八
(
六
-
四
七

九
〇
)

池
田
克
子
(
西
伊
興
町

五
二
-
六
二

営
(
五
三
-
六
二

四
七
)

佐
野
郁
子
(
古
千
谷
二

上
(
I

三
二

曾
(
九
七
-
四
(

四
九
)

早
川
ヨ
リ
子
(
竹
の
塚

一
一
一
九
-
一
五

雪
八
(

五
-

三
(
五
〇
)

稲
垣
由
美
子
(
花

畑
四
i
九
-
一
二

啻
(
八
五
一

四
七
八
三
)

細
井
(
重
子
(
綾

瀬
四
-
一
九
一

二
〇

曾
六
二
〇
-

一
四
〇
(
)

預
か
る
児
童
生
後
三
か
月
以
上
学

齡
未
満
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
午
前
(
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
の
必
要
最
少
時
間

保
護
の
料
金
一
時
閥
に
つ
き
二
百

円
、
五
時
以
降
は
一
時
閥
に
つ
き

三
百
円
。

た
だ
し
、
生
活
困
窮
世
帯
(
生

活
保
護
受
給
世
帯
お
よ
ぴ
、
往
民

税
非
課
税
世
帯
)
は
、
料
金
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

依
頼
の
方
法
直
接
保
護
者
の
方

に
、
あ
ら
か
じ
め
一
括
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

案
内
図
等
は
最
寄
り
の
出

張
所
、
福
祉
事
務
所
、
保
健
所
等

に
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、福
祉
郎
管
理
係
へ
。

母
子
寮
入
寮
案
内

区
内
に
は
。
区
立
・
私
立
を
含
め

て
三
か
所
の
母
子
寮
が
あ
り
ま
す
。

費
用
は
収
入
に
よ
っ
て
負
担
が
あ

り
ま
す
が
、
次
の
よ
'つ
な
母
子
が
入

寮
で
き
ま
す
。

{
配
偶
者
を
亡
く
し
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
じ
た
事
情
に
あ
っ
て
、
十
{
戚

未
膺
の
子
供
を
養
育
し
住
宅
に
困
っ

て
い
る
母
子
家
庭
}

母
子
寮
で
は
、
寮
母
が
生
活
上
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
福
祉
事

務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

身
障
手
帳
三
級
の

方
に
も
手
当
を
支
給

三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
に
も
、
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象

身
体
障
害
三
級
以
上
・
愛
の

手
帳
三
度
以
上
・
進
行
性
筋
萎
縮

症
・
脳
性
マ
ヒ
で
、
い
ず
れ
も
二

十
歳
以
上
の
方

支
給
制
限
老
人
福
祉
手
当
、
難
病

手
当
の
受
給
者
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
支
始
月
額

身
体
障
害
三
級
の
方
は

二
千
円
、
他
の
方
は
七
千
円

申
請
に
必
要
な
も
の
身
体
障
害
者

手
帳
、
ま
た
は
麦
の
手
帳
・
往
民

禀
・
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)

・
印
か
ん

す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

十
一
月
分
ま
で
を
二
十
五
日
頃
、
指

定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

援
護
係

身
障
者
の
方
に

自
動
車
教
習
費
用
の

一

部
を
補
助

区
で
は
、
身
体
に
障
害
を
持
っ
た

方
が
、
自
助
車
連
転
免
許
を
取
得
す

る
際
に
、
教
習
賢
の
一
都
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
教
習
所
に
入
所

す
る
と
同
時
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

▽
適
性
試
験
に
合
格
し
、
教
習
所
に

入
所
を
承
認
さ
れ
た
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
、
ま

た
は
、
内
都
障
害
四
級
以
上
・
下

肢
体
幹
機
能
陣
害
五
級
以
上
で
、

か
つ
歩
行
困
難
な
方

▽
前
年
の
所
得
税
額
が
四
〇
万
以
下

の
方

▽
三
か
月
以
上
足
立
区
に
お
住
い
の

方
申
請
に
必
要
な
も
の
住
民
票
・
身

体
障
客
者
手
帳
・
所
得
の
証
明
書

・
教
習
所
の
入
所
承
認
一
(

証
明

書
)
・
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先

援
麗
係

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

福
祉
募
務
所
で
は
、
妊
産
婦
が
入

院
し
て
分
娩
す
る
必
饗
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
に
そ
の
費
用

を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
家
庭
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

次
の
二
つ
の
要
件
を
濟
た
す
方
は

入
院
助
産
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
妊
娘
七
か
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
分
所
得
税
額
か
一
万
六
千
(

百
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
前
年
度
分
の

所
得
税
額
(
特
別
区
民
税
額
)
の

わ
か
る
も
の
、
健
康
保
険
証
、
毋

子
手
帳
、
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
募
務
所
相

映
係
へ
ど
う
ぞ
。

発売中
旧日光道中干住宿

家並変遷図

昭
和
五
十
二
年

の
十
月
か
ら
。
文

化
財
調
査
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て

き
た
旧
千
往
宿
の

家
並
調
査
が
ま
と

ま
り
、
次
に
よ
り

発
売
し
ま
す
。

調
査
は
、
現
在

の
家
並
に
昭
和
十

年
、
大
正
十
年
、

明
冶
と
過
去
三
代

に
わ
た
っ
て
、
千

往
の
旧
道
沿
い
の

家
並
が
ど
う
変
っ
て
き
た
か
を
、

文
財
調
査
委
員
と
各
町
の
調
査
貝

が
一
体
と
な
っ
て
行
な
い
ま

し

た
。報

告
一
は
経
本
版
で
約
一
二
〇

ペ
ー
ジ
、
の
ぱ
せ
ぱ
六
メ
ー
ト
ル

に
な
る
家
並
の
地
図
帳
、
裏
に
は

千
往
町
の
変
遷
に
つ
い
て
解
説
か

つ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
付
録
と
し
て
旧
水
戸
衒

遭
も
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

頒
価

四
百
円

発
売
十
二
月
二
十
日
以
降

場
所

区
役
所
五
階
広
報
課

足立小売市場を
開設します

従
来
、
東
京
都

が
設
置
し
て
管
理

し
て
き
た
、
鹿
浜

公
設
市
鳩
と
舎
人

公
設
市
場
か
、
五

十
四
年
一
月
一
日

よ
い
・足
立
区
で
設

蠹
管
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
市
場
は
、

区
民
の
消
費
生
活
の
お
實
物
の
利
便

施
設
と
し
て
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式

に
よ
る
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
'
卜
形

態
を
と
っ
て
お
り
精
肉
・
鮮
魚
・
青

果
等
の
食
料
品
を
は
じ
め
、
日
用
雑
W

品
等
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
廳
浜
小
死
市
場
=
・
足
立
区
鹿
浜
五

丁
目
二
四
番
地

都
営
鹿
浜
五
丁

目
団
地
内

▽
合
人
小
売
市
場
・・‘足
立
区
舎
人
町

二
二
三
番
地

都
営
舎
人
第
二

団
地
内

問
合
せ
先

消
費
生
盾
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
運
動
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
(
6
)

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
日
本
政

府
が
ポ
ツ
ダ
ム
宜
言
を
受
諾
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
終
結
を
み
ま
し
た
。

戦
後
の
同
和
地
区
に
お
け
る
悲

懽
な
生
活
の
な
か
か
ら
、
都
落
解

放
一
勳
を
再
鏤
し
よ
う
と
す
る
気

運
が
高
ま
り
、
昭
和
二
十
一
年
二

月
部
落
解
放
全
困
委
員
会
(
の
ち

に
都
落
解
放
同
盟
と
改
称
)
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
十
一
月
三
日
、主
権
在
民
、

永
久
平
和
。
基
本
的
人
権
尊
重
の

三
本
柱
を
中
心
と
し
た
日
本
国
憲

法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
五
月
三
日

を
期
し
て
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

峨
後
の
解
放
運
助
は
、
昭
和
二

十
六
年
、
京
都
市
で
「
オ
ー
ル
ロ

マ
ン
ス
募
件
」
と
よ
ば
れ
る
差
別

事
件
が
お
き
、
こ
れ
を
契
機
に
飛

』
的
に
発
展
し
ま
し
た
。

「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
」
と
い
・つ

雑
誌
に
、
京
都
市
内
の
部
落
の
よ

う
す
を
、
興
味
本
位
に
I
い
た
小

説
か
の
り
ま
し
た
。
作
者
は
保
健

所
に
勤
務
す
る
京
都
市
の
公
務
員

で
し
た

。
部
落
解
放
委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
差
別
小
説
か
I
か
れ

る
の
は
、
差
別
的
な
状
態
の
ま
ま

に
部
落
を
放
一
し
て
い
る
京
都
市

の
行
政
に
S
任
が
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。
作
者
や
雑
聴
社
を
糾
弾

す
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
の
で
は

な
く
、
市
の
行
政
そ
の
も
の
が
部

落
差
別
を
存
続
さ
せ
て
お
り
、
行

政
の
根
本
を
変
え
な
い
か
き
り
都

落
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
こ
と
を

追
及
し
た
の
で
す
。

こ
の
募
件
は
、
都
落
差
別
は
単

に
人
び
と
の
観
念
の
中
に
の
み
あ

る
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
都
落

の
人
ぴ
と
の
生
活
そ
の
も
の
が
、

非
常
に
悪
い
条
件
の
も
と

に
あ

り
、
そ
れ
こ
そ
が
長
年
に
わ
た
る

差
別
の
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
国
や
地
万
自
治
体

な
ど
、
行
政
に
対
し
て
生
盾
環
境

の
改
善
な
ど
差
別
を
な
く
す
た
め

の
施
策
を
行
な
う
よ
う
に
要
求
す

る
行
政
闘
争
が
、
解
放
運
助
の
中

で
重
要
な
位
一

を
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ
し
て
昭

和
四
十
年
に
同
和
対
策
毒
崋
会
答

申
が
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
、
四

年
後
に
は
「
同
和
対
策
事
業
特
別

措
一
法

」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。

掲
示
板

ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計
調
査

『
工
業
統
計
詞
糞
』
が
今
年
も

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
さ

れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
、わ
が
国
の

工
葉
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
工
業
事
業
所
を
対

象
に
、従
業
者
数
、原
材
料
の
使
用

額
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど
を
調
査

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
は
都

市
開
発
、
下
水
道
整
備
計
画
な
ど

の
立
案
の
た
め
の
重
嬰
な
参
考
賢

料
と
な
る
と
と
も
に
、
国
民
生
卮

の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。な

お
、
調
査
票
は
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん

。
一
月
、
二
月
中
に
調
査

員
が
各
事
葉
所
を
訪
問
し
た
と
き

は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

統
計
係

ポ
ピ
ー
ク
ラ
ブ
募
集

対
象

児
童
館
ま
で
徒
歩
二
十
分

程
度
の
小
学
一
年
～
四

年
生
(

二
十
名
)

内
容

ポ
ピ
ー
体
操
な
ど

日
時
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
、午

後
二
時
三
十
分
～
三
時
四
十
分

申
込
・
問
合
せ
先

二
十
日
よ
り

窓
口
で
。
本
木
東
児
童
館
　
(

四
九
-
三
〇
〇
五

区
民
新
年
ラ
ジ
オ

体
操
大
会

日
時

一
月
二
日
(
火
)
午
前
(
時

場
所

区
立
千
舜
第
七
小
学
校
(

雨
天
の
錫
合
は
同
校
体
冐
館
)

対
象

参
加
希
望
の
方
は
当
日
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ

。

問
合
せ
先
区
ラ
ジ
オ
体
操
会
事

務
局
　
(
(

七
-
〇
三
二
九

紙
門
松
の
ご
利
用
を

お
正
月
に
は
、
門
毎
に
松
や
竹

を
飾
り
お
祝
い
し
た
も
の
で
す

。

し
か
し
、
た
っ
た
七
日
間
の
た
め

に
多
く
の
松
や
竹
が
伐
採
さ
れ
、

そ
れ
が
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
そ
の

処
理
に
多
額
の
経
費
を
費
や
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
無
駄
を
省
く
た
め

足
立
区
、
区
新
生
卮
連
動
推
進
委

員
会
、
区
町
会
連
合
会
で
は
紙
門

松
を
作
成
し
て
、
町
会
・
自
治
会

を
通
じ
区
内
の
全
世
帯
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
、
賢
源
愛
護

と
生
活
の
合
理
化
連
助
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
紙
門
松
の
ご
利
用
を

勅
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
係

東
京
電
力
か
ら
お
願
い

現
在
、一
気
工
事
は
、一
気
か
渟

め
ら
れ
な
い
た
め
に
竜
気
を
生
か

し
た
ま
ま
エ
募
を
し
た
り
、
夜
間

に
エ
募
そ
し
て
い
ま
す
が
。
作
業

中
の
感
一
災
害
か
後
を
た
ち
ま
せ

ん
。万
全
な
安
全
対
策
を
こ
う
じ
。

ま
た
、
作
業
者
の
技
術
向
上
に
も

十
分
な
男
力
を
し
て
い
ま
す
が
限

度
か
あ
り
、
竜
力
隔
要
の
増
大
と

と
も
に
、
年
毎
に
一
力
設
備
は
複

雑
化
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
そ
れ
だ

け
に
作
業
の
危
険
も
増
え
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
皆
さ
ん
の
竜
気
を
確

保
す
る
た
め
の
竜
気
工
事
は
、
人

身
安
全
の
上
か
ら
も
、
昼
間
に
竜

気
を
停
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

都
立
足
立
養
護
学

校
の
校
章
が
決
定

都
立
足
立
養

寢
学
校
の
校
章
y

が
、
多
数
応
募

の
な
か
か
ら
岸

野
和
矢
さ
ん

(
足
立
区
)
の
デ
ザ
イ
ン
に
決
ま

り
ま
し
た
。
な
お
、
入
選
は
足
立

区
の
橋
本
完
寿
齠
さ
ん
、
西
阪
利

男
さ
ん
で
し
た
。

年
末
年
始
の
窓
口
案
内

足
立
都
税
事
務
所

都
税
事
務
所
の
年
末
の
事
務
取

扱
い
は
、
十
二
月
二
十
(
日
(
木
)

で
終
り
、
新
年
は
一
月
四
日
(
木
)

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
休
み
中
の
申

告
一

。
申
請
一

の
受
け
付
け
は
、

事
務
所
に
あ
る
「
申
告
一

受
箱
」

で
行
な
い
、
控
は
後
日
郵
送
し
ま

す
。(
控
を
希
望
さ
れ
る
方
は
返

偖
用
切
手
、封
閥
を
お
忘
れ
な
く
)

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
等
の

各
金
融
機
関
で
十
二
月
三
十
日

(
土
)
ま
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所
　

(
(

二
―
一
二

一
一
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